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論 文 内 容 要 旨

増養殖が盛んに行われている今 日,有 用魚介類を能率よく生産す るために,・害敵を防除 ・駆除

することは必要不可欠である。環形動物スピオ科のP吻 己・γα属は,多 くの海産貝類の貝殻へ穿孔

する多毛類として古 くから知られている。近葎,ホ タテガイ,ト コブシ,タ イラギ,ア コヤガイ

などの重要な水産増養殖対象生物にP・解 伽 が穿孔 し,石 灰代謝異常,商 品価値の低下,成 長阻

害,ま たは艶死など,'祝 翼・γσによる被害が報告されている。そのためP・脅己・γαの防 除 ・駆除

が求め られているが,効 果的な方法がなく,残 された問題 も多い。生 態防除 と.いう観点か ら

P吻 面瓢 の防除 ・駆除を考える場合,対 象となる ∬秘舛・γαの貝 殻への定着 ・穿孔を陥止するた

めには,対 象種の生活史,生 態に関する知見は欠 くことができないと考えられる。 しか し,日 本

の穿孔性P・解 ・γαについては分類 も未だ整理されていない。また,穿 孔性のP・!y己・γαにっいて

は被穿孔員の侵蝕状況の調査が主で、穿孔種そのものの生活史,生 態学的特徴などについて研究

されたものはほとんどない。そこで,本 研究は,水 産学上防除の対象となるP吻 伽rα にっいて,

その種,生 活史,侵 蝕状況を中心に総合的に検討 し。防除の基礎的知見を得ることを目的とした。

1.日 本産穿孔性多毛類の種類 と分布

(D北 海 道オ ホーツ ク海沿岸 猿払,音 標,雄 武,紋 別,湧 別,佐 紹間,常 呂,能 取湖,網 走,

知 床半島東部標津,野 付,厚 岸,本 州陸奥湾,宮 城 県岩井崎,長 面浦,雄 勝,竹 ノ浦,鮎 川,万

石浦,松 島.蒲 生,広 島県地御前,長 崎 県九十九島,宮 崎察青島か らホタテ ガイ,マ ガキ,エ ゾ

ァワ ビ,ア コヤガイなどを中心 に貝類 を採集 し,貝 殻に穿孔 してい た多 毛類 を摘 出 した。同定 し

た結 果,そ れ らの多毛類 はすべ てス ピオ科に含まれ るP・ ♂yの"属 とB… α煩 α属 に属 していた。

形 態的特徴,生 態的特徴,軟X線 写 真に よる孔道の形 態的特徴か ら1新 種 を発見 し,P・ 解 ・アα

〃απ69α6αImajimaetSato:和 名 マ ダ ラス ピオ と命名 し発表 した(Fig.D。 その他,P.

・・η・んα鵠肌の1新 亜種,P.膨 ゐ蜘 γ乞の新亜種 と考 え られ る個体 が発見 された。R・ 侃・んα掘皿,

君 ・侃ひθ翅 は 日本 での生 息が初めて確認 され た新記録種で ある。

(2)1～ ひα伽gα 如,Pωc観 爾,P.ω ㎜加π飛,ハ σ・π〃伽 は主分 布 域 を異 に して いるが,い ず

れ も主に砂泥底 に生息 す る貝類 に穿孔がみ られ たの に対 し,君 膨 ゐ漉 甥 の亜種,8.加 加伽 は,

垂 下養殖貝類,お よび コシダカ ガ ンガ ラなどの潮間帯 に生息す る貝類 に穿孔 がみ られた(Table

1)a

2.Po砂doγ α 属 に よ る ホ タ テ ガ イ の 侵 蝕 状 況

11}島 ♂y面惚 は,ホ タテガイ左殻には多く穿孔 していたが,右 殻にはほとんど穿孔せず,ホ タテ

ガイ1個 体あたり多 くても数個体が穿孔 しているのみであった。左殻は多数穿孔されると,貝 殻

表面が剥離 し,貝 殻内表面は穿孔跡に沿 って隆起 ・着色するのが観察 された(liig.2)。P吻d・7・

の穿孔 ・貫通によりホタテガイが員殻内表面に分泌 した貝殻物質 ・有機物質の隆起面積の,全 貝

殻面積に対する割合を,プ ラスチック板で作成 した5mm×5mmの メッシュにより測定 し,被 侵

蝕度 として示 した。北海道,東 北地方沿岸の17漁場のホタテガイの被侵蝕度,軟X線 写真による

貝殻内部の穿孔状況を調査 した結果,5つ の漁場のホタテガイでP・解 ・π の侵蝕が大 きいこと
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が明 らかに なった(肱ble2)。 それ ぞれ の漁場 のホタテガイに対す る大 きな 侵蝕の原因種は,

猿 払で はR・ ・加加働那の亜種,網 走湾で はR刀 α痂gα6α,標 津 ・野付 で は`R。 。π"8加 ・

2・ ・励 α働砺,陸 奥湾久栗坂で はR〃 αγz29α6α・P,・・脚 瓢 で あることがわか った。

(2)P・ ♂卿 γα の種類 ごとに孔道 の形態 に特徴がみ られ,軟X線 写真を用 いて内部の孔道の形

態解析か ら種を判別 す る可能性が示 され た(Fig。3)。 孔 道 の出入り口を矢印で 図中に示 した。

③ ホタテガイ,マ ガキの貝殻 に穿孔 して いたP吻 面η の孔道の 内 表 面,お よび貝殻内表面

に現われ たP吻 伽γαの穿孔 ・貫 通を示す隆起部 ・着色部 の微 細 構 造を,走 査型電子顕微鏡 を用

いて観察 した。その結果,貝 殻 の葉状層,光 輝層 に形成 され た孔道の 内表面 には,従 来の報告 に

な い,管 状構造 とは異な る渦 巻き状の小孔が多数存在 してい た。 また,隆 起部 ・着色部では,葉

状構造 は屈 曲 し,光 輝構 造の管状構造 と思 われ る ものは特徴的 に変化 して いた。

3.網 走海 域 に生 息 す るP・ 砂4・γα属 の生 態 学 的 特 徴

(1)網 走 海域 のホタテ ガイ貝殻左殻 には,P〃 αγ吻 α詑,∫ ≧o・π・加罵尻 の亜 種,君 膨 ゐ飾 π,

君ooπoんα働尻,Roo膨 翅 が1年 を通 して それぞれ60%,20%,15%,3%,2%の 頻 度 で穿 孔

して いた。網走 湾内には,左 殻一枚あ た り平均162個 体 と優 占種2〃 伽 四α君α を中心に多数の

P・の面"が 穿孔 して いたが,網 走湾外で は左殻一枚あ た り平均8個 体 と,P・ α擁gα 島が少数穿

孔 して いるのみで あった。4種 の穿孔部位 を比較す る とそれ ぞれに特徴 がみ られ,2麗 碗gα6α

は成長障害輪に,Rω ¢6漉γZは 成長障害輪間 と成長障害輪 に,R・ 卿8誠 は ラ ンダムに,

P・ 脇・加剛尻 の亜種 は殻 頂 に近 い耳の基部周辺 に蝟集 して穿孔 してい た(Ffg.4)。

② 新種で あ り,こ の海域 のホタテ ガイにと って最 も問題 とな るR・ α寵gα 如 は流氷期 に形成

され ると思 われ る成長障害輪 に沿 って規則正 しく穿孔 して いた。 そこで,網 走海域 のホタテ ガイ

に形成 され た成長障害輪(Fig.5)ご とに2〃 α痂gσ`α の体幅組成 を調べ た(Fig.6)。 そ の結

果,1983年 流 氷期後に左殻縁辺 に幼若個体 の穿孔 がみ られ,そ の縁辺 は以後R4(放 流 して3

年 後 の冬 に形成 され た障害輪)に なるが,そ のR4に 沿 って4月 以降1つ のコホー トの成長 が認

め られた。同時 に,他 の成長障害輪 に も別 の コホー トの成長がみ られ た。 その他,生 殖母細胞含

有個体 の体 幅組成(Fig.7),生 殖 母細胞含有個体 ・卵嚢保有個体 の頻度変化(Fig.8),卵 母

細胞径 の頻度分布(Fig.9),卵 母 細胞径の頻度分布 のモー ド数,卵 嚢 の発育 段階 と卵母細 胞の

大 きさの関係,卵 嚢 の発育段階別 頻度,卵 嚢の カプセル数 と1カ プセルの卵数を,1982年 か ら

1986年 にか けて調べ;ま た,幼 生の室内飼育実験を行 い,生 活 史を明 らかに した。

丑 〃α痂gα 如 の17剛 毛 節浮遊幼 生は,流 氷期 下にホ タテガイの縁辺 に定着 し、穿孔す ると考え

られ る。雌雄異体で,水 温の高 くな る8月 一10月 に産卵期 の ピークが み られ,雌 は孔道 の中に卵

嚢 を産 み付 ける。寿命 は貝殻 に穿 孔 してか ら2年 半 以上 と思 われ,0+群 は第5剛 毛節体 幅0.8

mm以 上 の個体が産卵期 に1回,平 均620の 卵 を産 む と推定 され る。1一 ト群 では,ほ とん どすべ

ての個体が1回 平均2600の 卵 を2回 以 上産む と推定 される。卵嚢 内では,3剛 毛節幼生 まで発

育 し,そ の後泳 出す る。3剛 毛節幼生 期か ら17剛 毛 節幼生期 にな るまでに,約2ケ 月以 上を要す

ると考 え られ る。

従来,P・ ♂y己・γαの寿命 は長 くて1年 といわれて きたが,Rτ,α 物g磁 のそれは2倍 以 上で あ っ
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た 。

(3)∬ 物 αrεθ9α如,'{膨 傭 副,瓦 ・・7泌α駕 加 の 亜 種,R・oπo加 駕 肌,1≧ ・侃 ηθ蜘 は,そ れ ぞ れ

定着 ・穿孔部位,定 着期,産 卵 期,浮 遊幼生 期

'して いることが明 らか にな
った(Table3)。

寿命などを異にしなが らホタテガイ左殻に生息

4.被 穿 孔 貝 に 対 す るP・ ∠y伽γα 属 の 影 響 の 考 察

(網 走 湾 の ホ タテ ガ イに 対 す るPo∠y40γ α属 の 影 響)

(1}左 殻 表痴の剥 離 ・欠損,内 表面 の隆起 ・着 色;半 乾燥状態での悪臭 など生貝の商品価値の

低下 がみ られ た。

② 貝殻物質α)分泌 によ る内面隆起,着 色,葉 状 構造の屈曲 など異常 な貝殻形成はみ られたが,

殻 高の成長,ま たは軟体 部重量 の増加に対す る直接 の抑制 はみ られ なか った。

{3)閉 殻 筋付蕎部 の穿孔 ・貫通 の結果,閉 殻筋 付善部がP・ 砂4・γαの孔道 を介 して外 部環 境 に

さ らされ た り,貝 殻が破損 して も修 復が不可能であ り,し か も穿孔 による化学物質の閉殻筋付着

部への直接的 な影響が 考え られ,ホ タテガイに とって致命的 な影響 を与 え る可能悟iが考え られ た。

凶 網走湾 の放流 ホ タテガイに対す るP・解 ・γα属の影響を考慮 し,防 除法 を案出 した。ホタテ

ガ イを放流 して最 初の流 氷期にP吻4・rα ひα吻g・ 如 が縁辺 に定着す る と,ホ タテガイ放流後2年

までの間に閉殻筋 付着部 とRり ・7∠・gα`αの拡大 した孔道が重 な り(Fig.10),穿 孔 ・貫通 によ っ

てホ タテ ガイを艶死 させ る可能 性,放 流後2年 までの間 にR〃 α廊g碗 αは1+群 と な り、.繁殖力

が大 になる,放 流後2年 までの間に2〃 αr吻 α如 の穿孔 によ り商 品価値が低 下する ことか ら,防

除法 と して,ホ タテガイ放流後最初の流氷期 のRレ α物gα 云α の定 着を防 ぐこと,ホ タテ ガイ放 流

後2年 で漁獲す ることが考 え られ る。

5。 総 括

1]本産穿孔性多毛類P・～y吻丁α属の樋を整理 し,1新 種,1新 亜種,そ して新亜種と思 われる

個体を発見し,ま た新 しく2種 の生息を確認した。増養殖貝類にとって防除 ・駆除の対象となる

4種 について生活史の大部分を明らかに した。P吻 面γα属によるホタテガイの侵蝕状況を被侵

蝕度,軟X線 写真,電 子顕微鏡写真を用いて把握 し,P・ ～y4・γα属の与える影響 について明 らか

にした。網走海域において最 も防除が必要な1≧雌γε勾伽 の生態学的特幟と,増 殖ホタテガイの

生物学的特性両面から、防除法を考案 した。
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審 査 結 果 の 要 旨

環形動物,多 毛類スピオ科のポ リドラは海産有用貝類の貝殻に穿孔 し,被 害を与える ことか

ら,防 除 ・駆除がのぞまれているけれ どもいまだ有効な方策がない。また,ポ リドラは分類学上

整理も充分でな く,生 態学的,生 理学的な知見も乏 しいといっても過言ではない。

著者は防除の対象となるポリドラ属について種の同定,生 活史および各種貝類への侵蝕状況を

北日本を中心に,全 国にわたって採取,調 査 して,ポ リドラ生態学上の基礎的知見の蓄積を行っ

た。

採取したスピオ科材料の形態特微, .生態的特徴を明らかにし,併 せて軟X線 写真による孔道の

形態的特徴から分類す る手法を加えて一新種を発見,』今島(国 立博物館)と ともにPδ妙40アα

槻瘤gα如ImalimaetSatoと して記載発表 した。こ¢)ほか一新亜種と日本で初めて生息が確認さ

れた新記録種も見出している。

水産上防除の駆除の対象となるポリドラ属4種 について,幼 生の室内飼育実験 も加えてそれら

の生活史の大要を把握し至 ポリドラのホタテガイの侵蝕状況を被侵蝕度,軟X線 および走査電顕

を用いて明らかにし,従 来の報告の管状構造 とは異なる多数の渦巻き状小穴を発見した。さらに

北海道網走湾におけるボタテガイのポ リ』ドラ防除法の一つとしてホタテガイ放流後,最 初の流氷

期め1).微プfθg砿αの定着を防ぐことなどを提案した。

以上のように,ポ リドラ属の新種発見とともにポ リドラ生物学上に数々の新知見を加えたこと

となり,審 査委員一同は,こ れを評価 し農学博士の学位を授与するに充分値するものと判定 した。
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